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研究成果の概要（和文）：小児期の被虐待による脳発達に及ぼす影響として、被性的虐待の視覚

野への影響、被暴言虐待の聴覚野への影響、被厳格体罰の前頭前野への影響、両親間の DV 目撃

による視覚野への影響が高解像度 MRI 解析で明らかになった。さらに年齢によって虐待スト
レスの局所脳へ及ぼす影響が異なり、しかも様々な領域で時期が異なる感受性（臨界）期の存

在を示唆する所見が得られた。小児期の虐待ストレスが、感覚系が活動的に働く領域に影響を

及ぼしており、脳構成細胞である軸索・デンドライト・ グリアを含めたネットワーク形成不全

が起こっている可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）： Brain development is largely guided by genetic factors, but the

final form is sculpted by environmental factors and early experience. Exposure to traumatic

events such as childhood abuse and neglect, have been associated with alterations in the

size or functional activity of a variety of brain regions. We have conducted a voxel-based

morphometry (VBM) study in young adults with histories of exposure to repeated episodes

of childhood sexual abuse and found that the most significant differences were bilateral

reductions in gray matter volume (GMV) in the visual cortex (BA 17, 18). Similarly, we

conducted a VBM analysis in young adults exposed to parental verbal aggression, and

observed an increase in the left superior temporal gyrus (BA 22). These findings fit with

an emerging hypothesis that exposure to early adversity may be associated with alterations

in sensory systems that process and convey the adverse sensory experience. Severe abuse

during childhood can cause abnormal brain development and have a negative impact later

in life.
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１．研究開始当初の背景
近年、子どもへの虐待は増え続け、児童相談
所での相談件数は 10 年前の約 16 倍に達し、昨
年度は 4万件を突破した。虐待は、その多くが
子どもを死に至らしめ、生命の危機に瀕しなか
った場合でも PTSD を始めとする重篤な精神疾
患や人格障害を患わせる。その脳病理学的背景
として、社会性を司る脳領域に形態異常（萎縮
や肥大）や機能異常(脳活動性異常)がもたらさ
れていることも明らかになってきた。子どもの
脳は身体的な経験を通して発達していく。この
決定的に重要な時期に虐待を受けると、子ども
の脳では厳しいストレスの衝撃が脳の構造や機
能に消すことのできない傷を刻みつけてしまい、
分子レベルの神経生物学的な反応がいくつか起
こり、神経の発達に不可逆的な影響を及ぼして
しまうことがこれまでの研究でわかってきた。

２．研究の目的
小児期における生活環境要因としての、身体
的虐待や精神的虐待などの不適切な養育が子ど
も達の健全な「脳の発育・発達」にどのような
影響を与えるかについて、高解像度 MRI による
脳画像解析を用いて脳形態異常および機能異常
を明らかにする。更に、虐待という極端なスト
レスを受けた子ども達の脳が加齢と共にどのよ
うに変化していくのか、虐待を受けた年齢によ
って脳が受ける影響はどのように違うのか、に
ついて検討を加え、幼児期における虐待ストレ
スの脳発達への感受性期(Sensitive Period)を
解明する。

３．研究の方法

本研究では、被虐待児の神経学的評価（神経

学的診察所見、神経心理学的検査、高解像度 MRI

を用いた脳形態画像および拡散強調画像解析、

P300 脳波による神経生理学的検査）を行い、被

虐待児における脳形態、大脳白質髄鞘化の発達

の程度、神経生理学的データの検討のみならず、

それらと他の臨床データとの関連、状態像との

関連など、様々な角度からの検討を行い、彼ら

の「脳障害」の実態を明らかにする。さらに虐

待が引き金となる心的外傷後ストレス障害

（PTSD）・うつ病発症にいたる背景の特徴把握に

迫る。加えて、米国ハーバード大学精神科学教

室との共同研究を行なう。更に小児の脳発達に

おける感受性（臨界）期を解明するために、虐

待を受けた年齢によって被虐待児たち

の脳が受ける影響がどのように違うの

かを 3T-MRI で獲得された被虐待児脳を

対象に検討する。大脳皮質の厚さ・表面

積を詳細に計測できる、大脳皮質表面解

析（FreeSurfer）を用いて、虐待を受け

た年齢の違いによる脳の容積および皮

質の厚さなどを検討する。虐待を受けた

年齢による脳の様々な領域（とくに前頭

前野、大脳辺縁系）の容積の変化を正常

対照群の容積と比較し、情動的な経験が

特定の領域の発達に何らかの影響を及

ぼすのかを究明する。

４．研究成果

(1)小児期における生活環境要因として

の、身体的虐待（厳格な体罰）や精神的

虐待などの不適切な養育が子ども達の健

全な「脳の発育・発達」にどのような影

響を与えるかについて、高解像度MRIによ

る脳画像解析を用いて被虐待者の脳形態

異常を明らかにした。さらに、虐待を受

けた年齢によって子ども達の脳が受ける

影響に関する違いについて検討を加え、

小児期における脳発達の感受性期の存在

を証明した（研究業績 6,7,9,11）。

(2) 米国ハーバード大学精神科学教室と

の共同研究により、被暴言虐待者では、

左の上側頭回容積が14.1%肥大している

ことをVBM 解析で明らかにした（研究業

績 1）。

(3)子ども時代に性的虐待を受けた女子

大生23名と、年齢・民族・利き手・学歴

・生活環境要因をマッチさせた全く虐待

歴のない精神的トラブルを抱えていない

正常対照女子大生14名とで、MRIによる脳

形態の違いを高解像度MRIによる脳画像

解析を用いて比較検討し、被虐待者群に

おける一次視覚野(17・18野) の有意な皮

質容積減少を明らかにした。更に、思春

期発来前に性的虐待を受けると、視覚野

の発達に影響を与えるということを証明

した。さらに、年齢によって虐待ストレ

スの局所脳へ及ぼす影響が異なり、しか

も様々な領域で時期が異なる感受性期が



存在することを明らかにした（研究業績 7,9）。

(4) 小児期に両親間のDVを目撃して育った経験

が発達脳にどのような影響を及ぼすのかを検討

するため、米国ハーバード大学精神科との共同研

究で得られた被験者を対象に高解像度MRIの形態

および機能画像解析(Voxel-Based Morphometry,

Voxel-Based Relaxometry)を行った。解析の結果

、健常群に比べ右の視覚野（17・18野：舌状・楔

状回）の容積がDV暴露群では顕著に減少し

(P=0.001)、またDV暴露群で、右の中後頭回(18

野)の脳血流量が増加していた(P＜0.035) 。同部

位の神経活動の過敏性または過活動を示唆する

所見と考えられた。現在、投稿中)。

以上、小児期のトラウマが視覚野や聴覚野の
発達に影響を及ぼしていることが示唆され、“こ
ころ”に負った傷は容易には癒やされないこと
が予想された。被虐待児の精神発達を慎重に見
守ることの重要性を強調したい。
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